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抄　　　　　録

　現代生活学部は，管理栄養士養成課程に在籍する学生の専門性を生かした地域貢献を目的として，近隣小学校にお

ける学校給食支援ボランティア活動を平成17年４月に開始した。19年度までの３年間で活動日数は144日，参加学生数

（３，４年次生）は183人である。この活動の特色は，給食時間に特化した活動であること，派遣先（小学校）へのサー

ビスだけでなく，学生の専門分野の学習の場（サービス・ラーニング）注（３），（４）ともなっていることである。今回，こ

れまでの実績をまとめ，評価した結果，所期の目的はほぼ達成できたものと思われた。そこで，サービス・ラーニング

としての一層の充実にむけて検討し，今後は①学生の自主活動を強化，②事前・事後学習を充実，③支援組織を強化，

④活動時間数を確保することにより，より一層効果的なボランティア活動が可能となることを示した。

Jun MurakamiYoko KitajimaSanae Ko

Ⅰ　はじめに（背景，経緯など）

　中国学園大学は，平成14年４月に短期大学の栄養士課

程を改組して，管理栄養士養成課程のみの単科大学とし

て発足した。おりしも大学は，研究教育機関としての活

動にとどまらず，広く門戸を開放して地域と連携し，地

域の社会的課題の解決に貢献することが強く求められる

ようになった時期であった注（１），（２）。本学では当初から

学生の自主性を重んじ，自主学習を支援するようなカリ

キュラムを編成し実行してきたが，１期生が最終学年に

達した平成17年度にカリキュラムの再検討を行い，学生

教育も社会教育と密接に連携すべきであるとの基本的な

考え方に則り，学生ボランティア活動を開始し，今日ま

で奨励してきた。活動内容として，本学学生の専門性，

すなわち食や栄養にかかわる知識および技術を生かすこ

とを第一に考え，現代社会は子どもたちの食の問題に直

面していること，その問題解決の方策として食育の重要

性が認識され，食育の場としての給食時間の有効性が説

かれている１）ことを踏まえ，近隣小学校に於ける「学

校給食支援ボランティア」活動を立案し，試行してきた。

この活動形態は，単なるボランティア活動（コミュニ

ティ・サービス）ではなく，活動を通して学習する（学

生の教育に重点を置く）サービス・ラーニング（SL）注（３），（４）

に極めて近いが，現在のところ単位化はしていない。今

後この活動を授業時間の一部として単位を認める方向で

検討することも視野にいれ，これまでの実績をまとめ，

評価し，報告書としてまとめることとした。

Ⅱ　小学校に於ける食育の必要性と学校給食の役割

　学童期は，心身の発育・発達時期であり，成長および

活動のために十分な栄養を必要とする時期である。しか

し学童期の食事に求められるのは，健康や成長のための

栄養だけではない。生活に喜びと潤いを与え，豊かな感
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性を育て，社会性を養う、いわゆる全人教育の場である。

また，学童期は，食べ物の選び方，食べ方，共食のマナー

などのよい食習慣を身につけ，肥満，生活習慣病を予防

するための方法も学び身につけるのに最も適した時期で

もある。ところが，肥満児童数はここ20年間で1.4倍（２

年生3.8％→5.5％，６年生7.4％→10.2％）に増加し，

成人の生活習慣病と思われていた高血圧は，ここ４年間

で一気に７倍（３，４年男0.5％→3.5％）にまで増加し

ている２）３）。この背景には，夜型生活、室内遊びなどに

よる身体活動の不足、朝食欠食、食の簡便化，個食、孤

食などの不適切な食生活がある４）。児童が望ましい食習

慣と自己管理能力を身に付け，この状況に対応して自ら

の健康を保持増進していくことができる能力を培ってい

くためには，より効果的な食に関する教育すなわち「食

育」が必要である。学校給食は，給食を「生きた教材」

として利用し，「食事をする」という活動を通しての具

体的な教育が可能であり，児童に望ましい食習慣と食に

関する実践力を身に付けさせる絶好の手段である。また，

準備や後片付けなどの共同作業を通して責任感や連帯感

を養い，好ましい食事マナーを身につけるとともに，学

校給食に携わる人たちへの感謝の気持ちなど豊かな心を

はぐくみ，好ましい人間関係を育てることができる。さ

らに，学校給食に地場産物を活用し，地域の郷土食や行

事食を提供することを通じ，地域の文化や伝統に対する

理解と関心を深めることもできるなど高い食教育効果が

期待できる。

Ⅲ　学校給食支援ボランティア実施のための

支援体制と準備

１．支援体制

　①　教員組織　

　３名の教員が，担当者として学部内の時間割等の調

整，年度初めの小学校側との日程調整，準備授業の運

営などに当たっている。

　②　活動時間の確保

　活動する曜日を定めて，２，３限の授業時間(11：00

～ 14：40)に必修科目などの授業は組まないように配

慮し，学生が参加しやすい環境を整えている。しかし

２，３限２コマを空けているため，ボランティアの担

当日でない３年次生の，この時間の有効活用が課題と

なった。20年度は，臨地実習や就職活動に必要なキャ

リア教育をこの時間に組み込み，与えられた課題（漢

字の書き取り，作文，計算問題，マナー講座など）を

自主的に学習することとし，有効に活用する方策を

とった。このように，時間割に組み込んでいるが，現

在のところ，単位の認定は行っていない。

　③　教育実習事前学習の機会の提供

　栄養教諭資格の取得を目指す学生の，教育実習事前

学習の場としても活用している。

　④　その他

　学生が自由に利用できる自転車20台を教員有志の寄

付により配備し，移動の負担軽減策を講じている。

２．準　　備

　①　ボランティア活動の公的な承認と登録

　岡山市教育委員会は，一般市民や学生がボランティ

アとして幼・小・中・高の授業や行事その他学校運営

に関わる事柄について｢学校支援ボランティア｣制度を

設けている。本学の給食支援ボランティアもこれに加

入し，活動開始前に市教委主催のオリエンテーション

に参加し，ボランティア登録をしている（自動的にボ

ランティア保険に加入）。

　②　活動の準備・事前学習

　・活動内容の説明と先輩の体験談を聞く会の開催。

　・実施直前の，具体的な説明・諸注意・打ち合わせを

行う会の開催。

　・毎月の献立表を印刷し，担当日の予習用資料として

全員に配布。

３．学生の自主活動体制

　小学校別に学生を分け，活動曜日別に班を構成，各小

学校にリーダーを，班ごとに班長を設け，自主的な運営

に当たらせている。

４．小学校の受け入れ体制

　いずれの小学校も教頭が窓口となり，学校内での実施

運営の指揮に当たっている。
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Ⅳ　実　施　方　法

　給食時間に特化した活動として，「給食時支援」と給

食時間内に行う「給食時食教育」の２つの方法を試み

た。１回の活動時間は，移動時間を含め約３時間（11：

30 ～ 14：30）である。全活動終了後には報告書を提出

させている。内容は，毎回の記録（活動内容，気づき，

感想・反省と今後の課題）及び全過程終了後のまとめで

ある。

１．給食時支援

　近隣の小学校（岡山市立Ｒ小学校，Ｋ小学校および19

年度のみＩ小学校）において給食時間に，給食の運搬，

配膳，食べ方のマナー（礼儀作法，箸・食器の持ち方な

ど），後片付けなどについて，低学年児童の行動を観察し，

適宜援助，支援，アドバイスを与える。これにより児童

とのコミュニケーションを図り，楽しい食事時間となる

ように担任に協力して実施した。

２．給食時間の食教育

　19年度に，Ｉ小学校の要望により，学校栄養職員だけ

では十分に行えない給食時間の食に関する教育を定期的

に行う活動を４年次生７名が参加して実施した。食教育

時間は５分程度，実施する学年・クラスは，あらかじめ

学校から指定されたため，食教育に連続性はなく，単発

的な教育である。

　①　事前学習

　参加学生全員が，３年次後期に管理栄養士養成課程

の臨地実習とその事前事後学習をすでに体験してい

た。また，７名中３名は小学校での１週間の臨地実習

経験があり，その内１名は，栄養教諭１種免許状取得

科目を履修していた。このため本来活動前の事前学習

として取り上げるべき，学外での活動に必要な基本的

なマナー，人権教育，児童及び担任教諭への接し方，

小学校における給食の状況の把握，食に関する教育の

技術などについては，一通りの学習が終了しているも

のとしてスタートとした。

　②　支援体制

　学内では，専任教員１名が卒業研究指導者として指

導助言し，小学校においては，主に給食主任の教員が

連絡，指導助言にあたった。

Ⅴ　結果（実施内容の記述）

１．活動日数と参加学生数

　１）給食時支援

　平成17年度から19年度までの活動実績を表１に示

す。３年間の活動日数の合計は144日，参加学生総数

は183人である。

　17年度前期及び18年度は４年次生有志のみの活動で

あったが，19年度からは，３年次生全員に参加を促し

た。小学校からは年間を通しての頻回の活動を要望さ

れているが，大学のカリキュラムが過密な管理栄養士

課程においては，現状が時間的な限界で，要望に応え

ることができていない。

　２）給食時間の食教育

表１　平成17 ～ 19年度学校給食支援ボランティア活動実績

平成17年度前期 平成17年度後期 平成18年度前期 平成19年度前期

学 校 数 ２校＊１ １校＊２ １校＊２ ３校＊３

実 施 期 間 ４/14 ～７/12 11/ ６～ 12/20 ４/21 ～７/25 ４/11 ～７/23

実 施 曜 日 月・木・金曜日 火・金曜日 月・火・金曜日 月・水曜日

担 当 学 年 ２ １ １，２ １～６

担 当 ク ラ ス 数 ９ ５ ８ 20

１回当たり参加学生数 ９ ５ ８ 28

実 施 週 数 12 7 11，12 11 ，12

参 加 学 生 の 学 年 ４ ３，４ ４ ３，４

参 加 学 生 数 合 計 28 25 31 99

＊１岡山市立Ｒ小学校，Ｋ小学校　　＊２岡山市立Ｒ小学校　　＊３岡山市立Ｒ小学校，Ｋ小学校，Ｉ小学校
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　Ｉ小学校において７人の参加学生が、１～６年生の

各クラスで、計28回の食教育を行った。

２．具体的な実施内容

　１）給食時支援

　低学年の各クラスへ学生１～２名が入り，担任教諭

と相談しながら実施した。

実施内容

　①　給食の運搬や分配の支援

②　給食を共にしながらの個別アドバイス（食品や

料理の説明，好き嫌い，食べ残し，箸の使い方な

どの食事マナーなど）

　③　後片付けの支援

④　その他　掃除時間や昼休みも時間内は残り，子

どもたちと交流した。

２）給食時の食育授業

　実施状況を表２に示す。給食時間は，児童に集中し

て授業を聞くように教育することが難しい時間帯であ

り，なおかつ５分程度の短時間で専門的内容を教育す

るというかなり高度な能力を要求される活動であっ

た。このため，参加学生全員が卒業研究のテーマとし

て取り組むこととし，サービス･ラーニングの要素が

いっそう強い活動となった。活動終了後は，体験をま

とめ，卒業研究報告会(平成19年12月19日)で発表し，

論文は「平成19年度卒業研究」５）に収載した。以下①

～④は，学生の記述である。

①　食教育テーマの設定と準備

　毎月の献立表から，食教育当日の食材または料理の

中で，教材として適しているものをピックアップして

テーマを設定し，指導計画を立てた（表２）。実施日

の２週間前頃から全員が協力して媒体作成を始め，食

教育担当学生は実施日の２，３日前に，模擬授業を他

のメンバーの前で行い改善点を検討した。小学校での

食教育後，児童の反応，教育方法，媒体の適切性など

についてメンバーで話し合い，その結果を次に生かす

よう心がけた。次に食教育が比較的うまくいった例と，

準備や工夫が不十分だった例を示す。

②　実施例

ａ．ゴーヤのパワー（３年生）

　　献立　ゴーヤチャンプルー

　苦味が強く，児童に好まれないゴーヤが，栄養価が

高く，健康によい食品であることを知らせ，頑張って

食べるよう促すことを目的とした。理解を深めるため

に実物を持って行って見たり触ったりさせ，説明には

“ゴーヤマン”を登場させて関心を引くよう工夫した。

その結果，教育前には，分配されていたゴーヤチャン

プルーの量を減らそうとする児童が多かったが，教育

後には残す児童はいなくなり，おかわりする児童が増

えた。「思っていたより苦くなくて美味しかった」「ゴー

ヤのことが分かった」「ワタが苦いことが分かった」

などの意見を聞くことができ，食教育の効果が目に見

えてよく分かる例となった。

　ｂ．野菜クイズ（２・４年生）

　　　献立　フレンチサラダ（２年生）

　初めて取り組んだ事例である。野菜は，実になる前

にはそれぞれ美しい花を咲かせることを知らせ，苦手

意識の強い野菜を身近なものに感じることを目的とし

表２　給食時食教育のテーマおよび使用媒体

月 学年 テーマ 使用媒体

５

１年 野菜を知ろう 実物の野菜

５年

ちりめんじゃこのヒミツ ペープサート　

フードモデル

大豆の変身 イラストパネル

６

２年
ビビンバについて知ろう イラストパネル

カミカミ運動はこんなにステキ！ イラストパネル

６年

世界各国の料理を知ろう 料理の写真　　

世界地図

お酢のパワーを知ろう イラストパネル

マナガツオって何？ 写真　パネル

カルシウムと骨 ペープサート　

パネル

３つの食品群 イラストパネル

カテキンのパワー 実物（茶葉・茶）

麦の働き なし

７

３年

ゴーヤのパワー！ 実物

ペープサート　

食物繊維の旅 ペープサート

イラストパネル

４年

野菜クイズ 写真　

行事食 写真　

イラストパネル

たちうおクイズ イラストパネル

（実物大）

9

１年 食べ物クイズ 実物　イラスト

２年

ヨーグルトのおはなし イラストパネル

野菜クイズ 写真

行事食 写真　

イラストパネル
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た。はじめにニンジンやキュウリなどの花の写真を見

せて，何の野菜の花か質問したが，答えはなかなか出

てこなかった。ヒントを出すとだんだん分かるが，普

段身近に畑がなく，花を見たことがない児童が多く難

しかったようだ。この教育では，花から実がある程度

判断できるとの思い込みがあった点が第一の問題であ

る。また，媒体は写真だけで，興味をひきつける工夫

が不十分だったと反省した。いずれにしても２年生と

いう学年への理解が不十分であったことが大きな反省

材料となった。

③　食教育の考察から得られた教育の要点

　教育後のディスカッションから得られた教育の要点

は次の11項目であり，大きくは「児童の興味関心を引

きつける方法」と「学年別の対応」に分けられた。

ａ．児童の興味・関心を引き付ける方法

・はじめに，前回行った教育内容を確認するための復

習を行うことは，短時間で集中させる効果がある。

・一方的な説明でなく，質問に答えたり意見を発表さ

せる参加型とする。

・声の大きさ，話す速さに注意をし，児童が理解して

いるかを質問などで確認しながら進める。

・食品は実物を見せたり触れさせると印象が強く残

る。

・教室のサイズ，机の配置なども把握しておき，板書

や媒体がよく見えるよう配慮する。

ｂ．学年別の対応

・各教科で学んでいる内容を把握し，学んでいること

と関連づけた教育を行う。

・学年で学んでいる漢字を把握し，適切に使用する。

・１年生から実施した教育テーマのリストを作り，重

複する場合は，内容に発展性を持たせる。

・低学年では独自のキャラクターを使い，物語のよ

うに話すと理解しやすく興味を持つ。媒体はペープ

サートなどの動きのあるものがひきつける効果が高

い。

・学年が上がるにつれ，テレビなどで仕入れた誤っ

た知識による質問や，大人顔負けの高度な質問もで

る。想定質問をしっかりと考え，十分な準備をして

臨む必要がある。

・学年が上がると児童間の知識差が大きくなる。クイ

ズ形式にする場合も，段階的に難易度を上げるよう

な質問を投げかけ，多くの児童が参加できる工夫が

必要である。

④　考　　察

　今回の食教育活動を通して，適切な食教育を行う

ためのベースとなるもっとも重要なことは，担任を

はじめとした教諭とのコミュニケーションであると感

じた。クラスによって担任教諭の給食に対する考え方

や方針が異なるし，児童は学年と共に大きく変化する

ので，日々児童と接している教諭との緊密なコミュニ

ケーションによる児童への理解が不可欠である。

　

Ⅵ　活動の効果と評価

１．期待される効果

　これまでに報告した学校給食支援ボランティア活動

は，次のような効果を期待して実施した。

１）地域・小学校への貢献

　小学校が直面している食の問題に対し，専門性を生

かして児童の給食と食育を支援する。

２）学生への教育効果

　①　社会性を養い，多様な人々とのかかわりの中で

コミュニケーション能力を高める。人の役に立つ

体験を通して，自信と生きる意欲を高める。

　②　日々学習している専門知識，技術を実際に子ど

もたちと触れあうなかで実践的に試したり，深め

ることのできる機会となる。

　③　食べ方，マナー，好き嫌いなどの実態観察から，

児童の食に関する現状と問題点の把握や発達段階

に応じた食生活についての理解を深め，食に関す

る教育の実際について学ぶことができる。

　④　専門性を生かした活動を通して，学習への意欲

と自信を深め，専門家になることへの動機付けと

なる。

２．評　　価

　上記目的の達成評価は，参加学生，小学校及び大学サ

イドから多角的になされるべきである。今回は数値化で

きるような客観的評価は行っていないが，学生が提出し

た報告書の記述による評価等を示す。

１）学生による評価および問題点
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　活動に参加した体験を「2005年度岡山市学校支援ボ

ランティア大学生シンポジウム」で発表した渡部６）は，

この活動が児童の食の現状を知る学びの場であり，食

に関する教育を行う実践の場でもあることを，野菜嫌

いの児童が，声かけで食べるようになった例や，家庭

で牛乳を飲むことを勧めると，翌週，毎日飲んでいる

と報告してきた例をあげて，自分たちの一言が，時に

は児童の食行動変容のきっかけとなることに驚きと喜

びを感じたことを報告した。また，遊び食べ，犬食い

などの食行動上の問題を目の当たりにして，家庭との

連携による食育推進の必要性を痛感したと述べ，この

体験が今後の学習にも，管理栄養士として就職してか

らも大きく役立つと結んでいる。また，19年度に参加

した３年次生は次のように述べている。

①　分からないことばかりで最初は不安だったが，

回を重ねるごとに楽しく指導ができ，とても貴重

な経験となった。

②　回を重ねるにつれ，児童と親しくなり，手伝い

もスムースに行うことができた。

③　先生の責任の重さ，難しさ，食育の大切さが実

感できた。

④　栄養教諭を本気で目指したいと思うようになっ

た。

⑤　今回の経験は臨地実習に絶対役立つと思う。

⑥　学校給食がどのようなものか分かったし，コ

ミュニケーションの大切さも分かった。

⑦　児童が嫌いなものを食べてくれるようなアプ

ローチができるように，もっと努力したい。

⑧　声をかけると食べようと努力してくれたので，

声かけは大切だと思った。楽しくよい体験になっ

た。

　以上のような学生の評価から，当初期待していた

教育的効果（Ⅵ-1-2）学生への教育効果）は，ほぼ達

成できているものと思われた。一方問題点としては，

「やっとなれた頃に終わるので残念」，「後期も継続し

たい」などの意見があった。３年次生の場合，１人あ

たりの活動回数は約４回（約12時間）と少なく，学生

が満足する時間数が確保できていないことが明らかと

なった。また，難しかったこと、迷ったこととして，

「担任教諭とのコミュニケーション」，「叱ってよいの

か」，「手助けすることと自主性を尊重することの兼ね

合い」，「アドバイスしたいが，給食時間が短くしづら

い」などがあった。4年次生は，すでに臨地実習を経

験しているため，比較的スムースに児童や担任教諭と

打ち解け，活動できるようであるが，初めての体験と

なる3年次生へのより充実した事前学習の必要性が示

された。

３．小学校側の評価

　岡山市は，小学校１年生の４月から10月の間，各クラ

スに担任を補佐するグッドスタート制度による担任の補

助を１名配置する措置を講じている。それでも，学校現

場では，給食時間には，運搬や配膳に時間がかかり，食

べる時間が十分確保できず，２年生でも給食の準備には

手間取ることが問題となっていた。そのため，給食時の

支援や食事を共にしながらの食育は有意義なボランティ

ア活動であると評価された。初年度終了時には，学生は

大変まじめに熱心に取り組み，次年度もぜひ継続をとの

要請を受けた。その後も，これまでの３年間に事故やト

ラブルは１件もなく，毎年感謝され継続するよう要請さ

れていることから，小学校においてもこの支援活動は有

意義な成果をあげている。

４．大学側の評価・問題点

　初年度終了時点で，学部内において，社会的な訓練に

なり学生によい効果を与えていると総括し，次の年度以

降の継続に繋げた。また，17，18年度の活動実績から，

3年次生の全員参加についても学部内の合意が得られ，

19年度から実施している。

　この活動の最大の問題点は，容易に派遣先を確保でき

ないことである。小学校の給食時間という限定された時

間帯の活動であることや，参加学生は，授業の合間に出

かけるため，徒歩または自転車で行き来できる近隣の限

られた小学校での活動となることなどの制約が伴うため

である。

５．社会的評価

　17年度及び18年度の「岡山市学校支援ボランティア大

学生シンポジウム」における本学学生の体験発表６）は，

参加していた小学校教諭や報道関係者に注目され，わが

校にも来て欲しいといった依頼があったり，新聞数社に

大きく取り上げられたことから，この活動の主旨や方向

性は，社会的にも十分評価されるものである。掲載新聞
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と掲載月日は次のとおりである。

・「学校支援ボランティアでシンポ　活動者ら事例報

告」山陽新聞　2006年１月15日

・「学校支援ボランティア　大学生ら成果報告」岡山日

日新聞　2006年１月16日

・「幼小中で学校支援ボランティア　一言で変わる子供

の意識」朝日新聞2006年１月19日

・「学校支援ボランティア体験　子らとの触れ合い喜

び・大切さ訴え」朝日新聞2007年１月14日

今 後 の 課 題　

　これまでに述べたように，本学部の学校給食支援ボラ

ンティアは，派遣先である小学校，参加学生の双方から

高い評価を受けた。今後の目標は，サービス･ラーニン

グの科目として単位化することをめざすことである。そ

の実現のために，解決すべき具体的な課題は次の4項目

である。

１．学生の自主的活動を強化

　ボランティア活動は，学生の自主・自発的な活動を教

職員による支援組織がサポートするのが本来の姿である

が，現状は，教員が敷いたレール上での活動となってい

る。来年度は，学生による企画･運営を教職員が支援す

るよう試行する。

２．事前・事後学習の充実

　臨地実習などの外部との接触が未経験な３年次生に対

しては，児童や教諭との接し方など，より具体的な事前

指導が必要である。この指導には，経験者である４年次

生の活用が有効である。学生の自主活動の一環として，

新年度のオリエンテーション期間の実施を具体化する。 

また，事後のまとめをレポートとして提出する，体験を

発表するなどの機会を設けることも検討したい。

３．支援組織の強化　

　大学におけるボランティア推進システムの理想の姿

は，①ボランティアセンターの設置，②ボランティアコー

ディネータ(専門職)の配置，③学内運営協議会の組織化，

④運営システム作りへの地域NPOや学生の参画である７）。

サービス･ラーニングの本格導入に向けては，ボランティ

アコーディネータ有資格者など専門的な指導を行える人

材を擁するボランティアセンターまたはそれに準ずる組

織の設置が必要である。

４．活動時間数の確保

　大学の授業がなく，小学校では授業を行っている９月

を有効に活用することは，ひとつの解決策である。また，

19年度からは，少人数ながら近隣のグループホームでの

活動も開始し，よい評価を得て20年度も継続することに

なっている。高齢者施設での活動の拡充も検討する。

注

１　平成13年７月に「学校教育法」｢社会教育法｣の一部

改正が行われ，新たに「ボランティアなどの社会奉仕

体験活動」の推進が掲げられた。

２　文部科学省は，平成17年度に奉仕活動・体験活動の

推進による豊かな心の育成と地域教育力の再生を施

策目標として「地域ボランティア活動推進事業(地域

教育力再生プラン)達成年度平成19年度」を立ち上げ，

地域社会･大学・学校・企業の連携した事業の実施を

促している。この中に示された大学生対象事業は，年

間を通じて長期休業期間中におけるボランティア活動

の実施及び「ボランテイア休学制度」や「単位認定制

度」を積極的に活用したボランティア活動の2点であ

る。

３　サービス・ラーニング(SL　Service-Learning)は，

アメリカで生まれ1990年代後半に日本に入ってきた言

葉で，適訳が見つからないままカタカナ表記されてい

る。SLは，学生のボランティア活動をSLとして大学の

カリキュラムに体系的かつ組織的に取り入れ，学生が

非営利団体でのボランティア活動を通して社会活動に

積極的に参加し，地域社会から学び社会に対する責任

の一端を担うことができるようにすることを目的とす

る。佐々木正道：大学におけるサービス･ラーニング

の最近の動向． 大学と学生(2004-7)　pp.14-16．

４　学生たちの自発的な意志に基づいて，一定期間，社

会奉仕活動(サービス活動)を体験することによって，

それまで学校などで知識として学んできたことを実際

のサービス体験に応用し，また実際の体験から生きた

知識を学ぶ新しい教育プログラムである。（中略）実

際のサービス活動を有意義に行い，そこから多くを学

ぶために，事前の準備や心構えが必要であると同時に，
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実際の体験を通じて学んだことを自分の知識に取込ん

で行く内省（リフレクション）の過程が組み込まれて

いることが教育プログラムとして大切なポイントであ

る。(中略)「学んだことを体験に生かし，同時に体験

から学び取るプロセスが積極的に取り込まれている」

ことが明確なプログラムである。山本和：国際基督教

大学「サービス･ラーニング」の取り組み．大学と学

生(2004-7)　pp.33-37．
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